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事業シート（令和8年度予算）

事業名 11100 学校給食費 予
算

会計 6 学校給食費特別会計

総合計画

重点戦略
方向性 1 こどもが健やかに育つための支援、若者が活躍できる環境づくり

根拠計画 教育振興基本計画、過疎地域持続的発展計画
款 1 学校給食費 ポイント ⑴ 健やかに育つ環境づくり

項 1 学校給食費
分野別

政策分野 2 こども・教育・交流
市長公約

やさしく！～周りを敬うやさしさ～
　子どもたちが充実した将来を迎えることができるための教育環境を整えます担当課 教育総務課 内線 2973 目 1 学校給食費 施策分野 ⑵ 学校教育

1.事業の目的・概要（Plan） 総合計画等　主な指標 R6実績 R7実績 R11目標

目的 ・安全・安心で魅力ある学校給食を提供し、児童生徒の心身の健全な発達を図る。 概要 ・保護者等からの給食負担金を効果的に執行し、安全な食材を購入する。

学校給食地産地消率 63.9 67.0

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.令和8年度予算編成（Action） （千円）

歳出事業費
（職員人件費を除く）

R6 R7 R8予算 実施計画額 0
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算 決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額(d) 増減 (d)-(c)

443,270 435,247 457,970 491,365 491,070 0 △ 457,970

特定財源

国費　（ ）

県費　（ 　 ）

その他（ 学校給食費、一般会計繰入金 ） 443,270 435,247 457,970 491,365 491,070 0 △ 457,970

一般財源 0 0 0 0 0 0 0

新規・拡充 主な事業内容 査定額 説明

学校給食賄材料の購入 443,270 435,247 457,970 0

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.令和6年度事業実績、評価等（Check）　R7.8実施 5.令和7年度事業実績、評価等（Check）　R8.8実施

担当課
予算要求
ポイント

・学校給食費の提供に必要な経費を計上
・学校給食における地産地消の推進、保護者負担の軽減に必要な経費を計上事業実績

・小中学校（国府を除く）29校及び飛騨特別支援学校2校、児童生徒等6,573名に年間122万食を提供した
。
・食物アレルギー対応児童生徒269名にアレルギー対応食を提供した。
・給食費の３分の１を市が負担した。
・「まるごと飛騨の日」の地産地消に係る経費の一部、アレルギー対応食と通常食の差額、警報発令時
の保護者の給食費、主食代の一部を市が負担した。
・「学校給食推進協議会」を開催し、給食費改定などを協議した。

事業実績

評価等

・飛騨の食材をふんだんに使用した「まるごと飛騨の日」を年４回実施するなど、地元食材を積極的に活
用し、栄養バランスのとれた魅力ある学校給食を安全に提供できた。
・安全を最優先とし、アレルギーのある児童生徒にも学校給食を提供した。
・物価高騰を踏まえてルールに基づき給食費を改定するとともに主食代の一部等を市が負担し、献立の
質を維持した。
・給食費の３分の１を市が負担し、保護者の経済的な負担を軽減した。

評価等
財務部
査定の
考え方

・積算内容を精査

・小学校・義務教育学校（前期課程分）給食費無償化に必要な経費を計上

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・引き続き安全・安心で魅力ある給食を、安定的に提供する。
・安全を最優先としたアレルギー対応食を提供する。
・市長公約にかかげる、質の向上に向けた取り組みを引き続き行う。
・物価上昇が続くなか、適正な給食費の算出を行う。

☑ 維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

市長査定
の考え方

・積算内容を精査□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討 ・中学校・義務教育学校（後期課程分）給食費無償化に必要な経費を計上
・給食費無償化にともない、一般会計へ移行

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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